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１．研究計画の概要 
香料として用いられている食品添加物のマ
ルトールにも近紫外光照射による変異原性
の出現を見いだしている。マルトールの UVA
活性化体は水溶液中で数時間も変異原性の
活性を失わないことから、かなり安定した物
質と考えられる。このように、ラジカルや活
性酸素など短寿命の中間体が関与するもの
とは異なった性質の光活性化体ができるこ
とは興味深い。本研究ではそのメカニズムを
明らかにするとともに、光活性化体の生成を
抑制する方法について検討する。 
 
２．研究の進捗状況 

(1) UVA活性化機構の解明と活性体の同定：  

UVA 照射時の溶媒として、トリス緩衝液な

どカチオン性とリン酸緩衝液などアニオン

性の場合の違い、リン酸緩衝液の濃度、pH

の影響、さらに、生理食塩水、純水などの

場合での変化を調べた。その結果、リン酸

緩衝液（pH6.0-8.0）や炭酸水素ナトリウム

溶液（pH9.0）中での生成が多く、生理食塩

水、純水中ではほとんど生成しないことが

判明した。また、UVA 照射したマルトール

溶液の変異原性は室温でも 1 時間は安定で

あることから、不安定な活性酸素種の関与

は少ないと考えられた。 

 

(2) 微生物細胞における誘発突然変異の特

異性の解析:  マルトール溶液を紫外線

（UVAまたは UVC）照射することで変異原物

質が生じた。サルモネラ菌 TA100株と TA97

株に対する変異原性が強いことから、塩基

対置換変異とフレームシフト変異が誘発さ

れていると考えられた。一方、ヌクレオチ

ド除去修復活性に関して野生株である TA92

株、TA102株、TA1975/pKM101株では変異原

性が検出されなかったことから、塩基付加

体形成が予想された。サルモネラ菌 TA7001

～7006株を用いて突然変異スペクトルの解

析を実施した結果、UVA 照射マルトールは

G:CT:A および G:CA:T 変異を強く誘発

し、GCC:G 変異をわずかに誘発するが、

A:TG:C, A:TT:A および A:TC:G 変異

は誘発しなかった。 

 

(3) ヌクレオチドや DNAとの作用特性の in 
vitro解析と DNA付加体の検出： 活性酸素

の作用で生じる 8-ヒドロキシデオキシグア

ノシン（8-OHdG）の生成量を定量した結果、

生成量にわずかな増加が認められたが、変

異原性の強さを説明できる生成量ではなか

った。 

 
３．現在までの達成度 
区分：②おおむね順調に進展している 
 すでに論文発表が 2報あり、メカニズム解
明の研究は順調と考えられる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
当初の予想通り、新規変異原物質の端離と構
造決定が最も難航している。アルデヒド類の
関与が考えられるが、分析のためには、共同
研究を組織して研究を推進していきたい。 
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